












要約 

鹿児島市立病院における statistics の変遷をみた。積極的な周産期医療の導入,大規模な

周産期センターのオープンなどにより,死亡率はその都度低下していき,十分な人と機器が

要求されることを指摘した。今後は,周産期医療の地域化が更になされていかなければなら

ない。 


